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議案第５９号 

 

 

   令和７年度厚木市病院事業会計補正予算（第１号） 

 

 

（総則） 

第１条 令和７年度の厚木市の病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

（収益的支出の補正） 

第２条 令和７年度厚木市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収

益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）    （既決予定額）   （補正予定額）   （計） 

支  出 

第１款 病院事業費用   12,424,000千円     5,109千円  12,429,109千円 

第２項 医業外費用     326,377千円     5,109千円    331,486千円 

（資本的支出の補正） 

第３条 予算第４条本文括弧書中「764,000千円」を「2,494,214千円」に、「763,084千円」

を「2,493,298千円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

（科   目）    （既決予定額）   （補正予定額）   （計） 

支  出 

第１款 資本的支出     1,587,000千円   1,730,214千円   3,317,214千円 

第３項 他会計借入金償還金 240,188千円   1,730,214千円   1,970,402千円 

 

 

令和７年５月３０日提出 

 

 

厚木市長  山 口 貴 裕 
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令和７年度 
厚木市病院事業会計 

補正予算（第１号）に関する説明書 



支　出

既決予定額 補正予定額 計 備考

１ 病院事業費用 12,424,000 5,109 12,429,109

２ 医業外費用 326,377 5,109 331,486

１
支払利息及び
企業債取扱諸費 120,615 5,109 125,724

支　出

既決予定額 補正予定額 計 備考

１ 資本的支出 1,587,000 1,730,214 3,317,214

３
他会計借入金
償還金

240,188 1,730,214 1,970,402

１
他会計借入金
償還金

240,188 1,730,214 1,970,402

目

資本的支出

（単位：千円）

款 項 目

項款

令和７年度厚木市病院事業会計

補正予算実施計画

収益的支出

（単位：千円）
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(単位：千円）
１ 業　務　活　動　に　よ　る　キ　ャ　ッ　シ　ュ　・　フ　ロ　ー

当年度純利益 96,331

減価償却費 951,218

貸倒引当金の増減額（△は減少） 58

賞与引当金の増減額（△は減少） 884

法定福利費引当金の増減額（△は減少） 1,069

退職給付引当金の増減額（△は減少） 106,700

固定資産除却費 6,962

長期前受金戻入額 △ 555,538

その他 72,649

受取利息及び受取配当金 △ 39,888

支払利息 120,615

未収金の増減額（△は増加） △ 50,882

未払金の増減額（△は減少） 38,995

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,800

小計 750,973

受取利息及び受取配当金 39,888

利息の支払額 △ 120,615

業務活動によるキャッシュ・フロー 670,246

２ 投　資　活　動　に　よ　る　キ　ャ　ッ　シ　ュ　・　フ　ロ　ー

有形固定資産の取得による支出 △ 229,969

有形固定資産の売却による収入 1

貸付金による支出 △ 10,800

貸付金の回収による収入 1

補助金による収入 3,000

一般会計からの繰入金による収入 567,198

基金積立による支出 △ 75,824

投資活動によるキャッシュ・フロー 253,607

３ 財　務　活　動　に　よ　る　キ　ャ　ッ　シ　ュ　・　フ　ロ　ー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 252,800

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 835,856

他会計借入金の返済による支出 △ 1,970,402

リース債務返済による支出 △ 171,367

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,724,825

資金増加額（△は減少） △ 1,800,972

資金期首残高 3,379,951

資金期末残高 1,578,979

令和７年度厚木市病院事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）
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(単位:千円)

1 固     定     資     産

(1) 有  形  固  定  資  産

イ 土 地 2,980,808

ロ 建 物 14,124,218

減 価 償 却 累 計 額 △ 5,214,638 8,909,580

ハ 構 築 物 1,144,413

減 価 償 却 累 計 額 △ 175,453 968,960

ニ 器 械 備 品 6,225,193

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,909,202 1,315,991

ホ 車 両 12,162

減 価 償 却 累 計 額 △ 5,469 6,693

へ リ ー ス 資 産 1,011,046

減 価 償 却 累 計 額 △ 417,328 593,718

有形固定資産合計 14,775,750

(2) 無　形　固　定　資　産

イ 電 話 加 入 権 1,448

ロ ソ フ ト ウ ェ ア 49,072

無形固定資産合計 50,520

(3)

イ 長 期 貸 付 金 45,478

ロ 基 金

( ｲ ) 退職手当基金 83,448

( ﾛ ) 病院整備基金 3,523,755

基 金 合 計 3,607,203

ハ 長 期 前 払 消 費 税 935,873

投資その他の資産合計 4,588,554

固 定 資 産 合 計 19,414,824

2 流    動    資    産

(1) 1,578,979

(2) 1,761,238

(3) 91,846

(4) △ 1,500

流 動 資 産 合 計 3,430,563

資 産 合 計 22,845,387

令和７年度厚木市病院事業予定貸借対照表
（ 令　和 ８ 年 ３ 月 ３１ 日 ）

　　資　　産　　の　　部　　

貯 蔵 品

投 資 そ の 他 の 資 産

貸 倒 引 当 金

現 金 預 金

未 収 金
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(単位:千円)

3 固　　定　　負　　債

(1) 12,848,464

(2) 492,280

(3)

イ 修 繕 引 当 金 28,886

ロ 退 職 給 付 引 当 金 932,199

引 当 金 合 計 961,085

固 定 負 債 合 計 14,301,829

4 流　　動　　負　　債

(1) 916,989

(2) 33,520

(3) 169,401

(4) 990,393

(5) 2,750

(6) 12,331

(7)

イ 賞 与 引 当 金 337,410

ロ 法 定 福 利 費 引 当金 78,411

引 当 金 合 計 415,821

流 動 負 債 合 計 2,541,205

5 繰　　延　　収　　益

(1) 6,325,445

(2) △ 4,774,822

繰 延 収 益 合 計 1,550,623

負 債 合 計 18,393,657

(単位:千円)

6 資　　　本　　　金 4,034,683

7 剰　　　余　　　金

(1)

イ 受 贈 財 産 評 価 額 2,924,458

資 本 剰 余 金 合 計 2,924,458

(2)

イ 減 債 積 立 金 62,000

ロ 当年度未処理欠損金 2,569,411

利 益 剰 余 金 合 計 △ 2,507,411

剰 余 金 合 計 417,047

資 本 合 計 4,451,730

負 債 資 本 合 計 22,845,387

引 当 金

リ ー ス 債 務

企 業 債

　　負　　債　　の　　部

　　資　　本　　の　　部

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

長期前受金収益化累計額

預 り 金

未 払 金

リ ー ス 債 務

企 業 債

長 期 前 受 金

他 会 計 借 入 金

前 受 金

引 当 金
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注記（令和７年度） 

 

Ⅰ 重要な会計方針 

１ 資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 総平均法による原価法による。 

２ 減価償却の会計処理方法 

(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

定額法による。 

主な耐用年数 

建物      ６～４６年 

構築物       ３５年 

器械備品    ３～２０年 

(2) 無形固定資産 

定額法による。なお、自己利用のソフトウェアについては利用可能期間（５年）に

基づいている。 

(3) リース資産 

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。 

３ 引当金の計上方法 

(1) 退職給付引当金 

職員の退職手当の支給に備えるため、当年度の退職手当の期末要支給額に相当する

金額を計上している。なお、一般会計が負担すると見込まれる額を除く。 

(2) 賞与引当金 

職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当年度に負担すべき支給見込額を計上

している。 

(3) 法定福利費引当金 

職員の期末・勤勉手当の支給に伴う法定福利費の支出に備えるため、当年度に負担

すべき支出見込額を計上している。 

(4) 貸倒引当金 

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率による回収不能見込額を計上

している。 

４ 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式による。なお、控除対象外消費税等につ

いては、当年度の費用として処理している。ただし、固定資産に係る控除対象外消費税

等については、長期前払消費税勘定に計上し、20年間で均等償却を行っている。 
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Ⅱ 予定貸借対照表 

企業債の償還等に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債等のうち、他会計が負担すると見込まれる額は

5,343,530千円である。 

 

Ⅲ セグメント情報 

当院の事業は、単一セグメントであるため、記載を省略している。 

 

Ⅳ リース契約により使用する固定資産 

リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理を行っている。 

リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を行っている。 
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支　出

1 病院事業費用 12,424,000 5,109 12,429,109

2 医業外費用 326,377 5,109 331,486

1 支払利息及び企業債取扱諸費 120,615 5,109 125,724

支　出

1 資本的支出 1,587,000 1,730,214 3,317,214

3 他会計借入金償還金 240,188 1,730,214 1,970,402

1 他会計借入金償還金 240,188 1,730,214 1,970,402

資　本　的

款　　　　項　　　　目 既決予定額 補正予定額 計

令和７年度厚木市病院事業

収　益　的

款　　　　項　　　　目 既決予定額 補正予定額 計
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（単位：千円）

区　　　分 金　　額

長期借入金利息 5,109

（単位：千円）

区　　　分 金　　額

他会計借入金償還金 1,730,214

支　出

節
説　　　　　　　　明

説　　　　　　　　明

会計補正予算実施計画説明書

支　出

節
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